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ははい いさはい いさはい いさ
《沖縄協同病院の理念》

○患者様に信頼され､質の高い安
　全･安心な医療をめざします。

○人権を尊重し､納得のいく説明
　と同意､情報開示を提供します。

○地域と連携し､総合的な医療･福
　祉･介護の提供に努めます。

沖縄協同病院･病院広報委員会

那覇市古波蔵4丁目10番55号

TEL.(098)853-1200

FAX.(098)853-1212

http//oki -kyo.jp

発行責任者　仲程正哲

◎「はいさい」は沖縄協同病院のホームページ［組合員のスリードゥクル（広場）］欄に掲載しています。

めて、めてらためらためあらあらあらためああ
すすますますま願いいたしま願いいたしまお願お願くおくおよろしくよろしくもよもよ後とも後とも今後今後ともよろしくお今今後ともよろしくお願いいたします

あらためて、
今後ともよろしくお願いいたします

　定年直前に至り、4月半ばからしばらく長いお

休みをいただきました。1981年4月から、途中に

首里協同クリニックと糸満協同診療所にも2年

余ずつ出ていましたが、入職してもう30年目に

入りました。長いこと多くの皆様とお付き合い

させていただき、ありがとうございました。今後

はフルタイムの嘱託医として、引き続き協同病

院を中心に勤務を続けさせてもらうことになっ

ております。

　これまでも内科（消化器）医として、担当させてもらっておりました

が、これからはさらに、お互いに健康・長寿を目指す仲間としての立場

での交流にも心がけながら、診療に向っていくものかと思います。年

を重ねた者としての利点も生かしていかなければならないでしょう。

何はともあれ、できる限り長く診療現場で頑張り続けたいと思ってお

りますので、今後ともよろしくお願いいたします。

内科医　長堂朝圭
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年外来、入院患者数、分娩件数の旧病院との比較グラフ

出産を終えて

社団法人照明学会　
平成21年照明普及賞を受賞しました

周
年 企 画
1
新
築移転

461 465

556
610

423 443
471

0

100

200

300

400

500

600

700

04
年
度

05
年
度

06
年
度

07
年
度

08
年
度

09
年
6
月
〜

4
月
2
0
1
0
年

人 旧病院  (317床） 新病院  (280床）

月平均　新入院患者数　 月平均　外来延べ患者数

1.8
1.8 1.9

1.8

1.7

1.8
1.9

1.0

1.2

1.4

1.6

1.8

2.0

04
年
度

05
年
度

06
年
度

07
年
度

08
年
度

09
年
6
月
〜

4
月
2
0
1
0
年

万人 旧病院 新病院

月平均　分娩件数

11.3 12

20

25

8.7 10.3
11.4

0

5

10

15

20

25

30

04
年
度

05
年
度

06
年
度

07
年
度

08
年
度

09
年
6
月
〜

4
月
2
0
1
0
年

人 旧病院 新病院



2010 年 6月 1日（火）　毎月 1日発行 沖縄協同病院・病院広報 第 105号

◎「はいさい」は沖縄協同病院のホームページ［組合員のスリードゥクル（広場）］欄に掲載しています。

　いつもお世話になっています。

　ここ1カ月程子供達のかぜで

通っています。毎回子供２～３人を連れての通院は大変

です。

　お願いがあります。会計を診察券（機械）でと言われ

ますが、3人分の支払いは大変です。診察券を取り出し、

お金を取り出しを３回しなければなりません。子供達も

見ながらは毎回大変でなりません。

　少しでも手間をはぶけるよう２人以上の会計は窓口

でまとめてできないでしょうか?

　よろしくお願いします。

　会計時に大変ご苦労をかけて申し訳

ありませんでした。

　これまでは、会計前での混雑を避ける為に窓口のレ

ジでは入院費の支払いと診察券をお持ちでない患者様

のみの対応として、それ以外の方には自動精算機でお

支払いをお願いしてきました。

　今回この投書を頂き部署内で話し合いを持ち、2名

以上のお子様連れの患者様や小さいお子様連れ（子供

を抱き手が使用できない）の患者様、また、お身体の不

自由な方は窓口のレジにてお支払いしてもらうことを

意思統一いたしました。

　しかし午前中の会計が集中する時間帯は目配りが行

き届かない場合もあるかと思います。その際は、ご遠慮

なく声をかけてください。

医事課　赤嶺守一

ご意見･ご要望

ご返事

虹の箱より虹の箱より

虹の箱とは患者さまの

声を医療活動に反映さ

せていくための投書箱

です。

病院の活動状況活動状況活動状況＜4月度＞

・外来一日平均患者数：７５９人
 （外来延べ患者数÷診療実日数）

・入院一日平均患者数：２７３人
 （入院延べ患者数÷暦日数）

・組合員利用率：５５.４%（前月比＋０.８%）
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泌尿器科外来体制表
2010年6月より外来体制が変わります。

午
前

午
後

月

嘉手川

火

翁長

水

翁長

木

嘉手川

（尿失禁外来）
菅谷

金 土
第1、3周
翁長

NPT再検討会議のNPT再検討会議の

　ニューヨーク市民集会参加報告　ニューヨーク市民集会参加報告
NPT再検討会議のNPT再検討会議の

　ニューヨーク市民集会参加報告　ニューヨーク市民集会参加報告
NPT再検討会議の

　ニューヨーク市民集会参加報告

《診療開始時間・受付終了時間》午前9：00～11：30
●予約制です。　
●初診の方は問診、膀胱エコー、検尿　等があります。（診察前は排尿を控えて、2F泌尿器科外来にお越し下さい。）
※木曜日午後は、尿失禁専門外来です。〈14：00～16：00〉
※土曜日の診療は第 1、3週目のみとなっております。

眼科外来体制表（午前のみの診療です）

内科外来体制　大幅な変更がありますのでお問い合わせください。

午
前

月

平良明美

火 水

平良明美

木 金 土

《診療開始時間・受付終了時間》午前9：00～11：30
　　　　　　　　　　　　　　  ※受付終了時間は、11：30になります。

2010年4月30日～5月5日

　NPT（核不拡散条約）再検討会議が開かれ

たニューヨークで、被爆者の方々共に「核兵器

反対」世界行動デーに参加してきました。日本

からは2000人弱の人々が参加しました。

　ニューヨークの国連本部まで「核兵器反対」

のパレードをしたり、シンポジウムや平和コン

サート、「反核医師の会」や「新婦人連合会」

の分科会に参加したり、ボストンでは、戦争で

傷ついた人々を受け入れている夫婦の自宅を訪

問したり、地元の高校生との交流会をもちました。

　パレードでは、「普天間基地」と「県民集会」

のポスターを掲げて歩いていたら、アメリカの婦人が「沖縄には申し訳ないことをしている。

わざわざ来てくれてありがとう。」と声をかけてくれました。

　シンポジウムでは地元の高校生から「核を投下されて、アメリカを恨んでいるか？」「核

によって日本の文化などが壊されたと思うが、戦争で一番に日本で変わった事は何か？」

という質問があり、被爆者の方々が答えていました。「アメリカの方々を恨んではいない。

でも、二度と起きてはいけないと思う。戦争で日本が大きく変わった事は、もう戦争はし

ない、という憲法をつくったことだと思う。」と話されていました。

　とても充実した旅と、貴重な経験をさせていただきました。

　皆様の署名も無事国連へ届けました。署名とカンパ（外来　65,366円）のご協力あり

がとうございました。

小児科医　比嘉千明


